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transducer and activator of transcriptional factor 3







































を行い, 前立腺癌責任遺伝子座を 1p36と 8p23に同定し








いる 8q24に存在する SNP (rs1447295:C/A) とmi-
crosatellite(DG8S737:－16～14 AC repeat)のゲノタイ
ピングを行った. rs1447295については TaqMan?
Genotyping Assays, DG8S737については fluorescent
 
genotypingを用いた. 結果は, カイ二乗検定にて解析し
た. rs1447295のA alleleは FPC群で BPH群に比して
有意に頻度が高く (FPC:29.5％ vs BPH:19.6％),
DG8S737では－12 allele carrierが FPC群で有意に前立
腺癌リスクを増す事 (OR 1.86 95％ CI 1.11-3.00, P＝
0.02)が分かった.rs1447295の CA or AAかつ DG8S737
の－12X or －12－12は FPC群においてOR2.17 95％
CI 1.25-3.77で前立腺癌リスクを増加していた. これま
で,欧米から rs1447295はA alleleが, DG8S737につい
ては-8 alleleが前立腺癌リスクを増加することが報告さ
れていた.今回の検討では rs1447295については同様の
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